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１．本研究開始の背景や目的等（200 字～300 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の推進方策（300 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本研究の目的は、COVID-19 の感染拡大という危機時に、地域に複数の信用保証協会が存在

するという冗長性が、危機抑止にプラスに働いたか否かを検証することである。2020 年から

の当初 COVID-19 感染拡大局面では、懸念された中小零細企業の倒産の増加は比較的抑えら

れている。その一つの理由として 2020 年 5 月からの信用保証協会の保証が付いた制度融資「ゼ

ロゼロ融資」が大きく増加し、これが奏功したことが指摘されている。ところで、保証協会は

原則一都道府県に一つであるが、愛知県(名古屋市)、岐阜県(岐阜市)、神奈川県(横浜市、川崎

市)の 3 県・4 市については、複数の信用保証協会が存在し、冗長性が満たされている。そこ

で、今次危機局面において保証協会の冗長性が機能したか否かを明らかにしようとした。 
 

 第一に、信用保証についての冗長性が、なぜ例外的に一部地域のみで満たされているかを、

歴史的なアプローチにより明らかにする。具体的には、公的信用保証制度の歴史的経緯をクロ

ノロジカルに明らかにすることで、現状、愛知県(名古屋市)、岐阜県(岐阜市)、神奈川県(横浜

市、川崎市)の 3 県、4 市のみにおいて複数の信用保証協会を利用できる保証機関の冗長性が満

たされている背景・経緯を明確にする。 
 第二に、2020 年からの当初 COVID-19 感染拡大局面において、冗長性が満たされた地域が、

全国平均と比べて保証付き融資が大きく増加したか、他地域と比べて多種多様な商品が販売さ

れたか、該当する地区の信用保証協会の業容など、事実関係を明らかにする。 
 第三に、計量的な手法(パネル分析等)により、検証を行い、冗長性(複数の信用保証協会が利

用できる状況)について効果があったのかどうかを判断する。 
 
 
 
 
 






